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石渡行人
藤川和広
三浦由有
柏崎千佳
三浦　卓
山本晴佳

菅原絵美
小坂田航一
堤　悠
渡邊慎悟
吉田優里
熊谷夏樹

スピン
大日本印刷
田原屋
電通テック
ノムラデュオ
ヒロモリ

ソロス
DNPメディアクリエイト
電通テック
凸版印刷
ノムラデュオ
博報堂プロダクツ

黒葛原直子
竹原悠介
外村大介
髙橋歩惟
片原琢久矢
笹本祐馬

関口真紀
石田尚徳
河野孝幸
河本佳奈
森地　毅
鈴木真司

サントリーショッピングクラブ
ソロス
大日本印刷
テイ・デイ・エス
電通テック
電通テック

千修
ソロス
DNPメディアクリエイト
電通テック
ノムラデュオ
博報堂プロダクツ	

チーム
A 暮らし美人は 空気美人

小澤佑香里	
新倉直哉	
大久保智央	
恩地紗代子	
松本向平
臼田　都 

土屋直子
照島大輔
宮崎弘晶
渡邉吏樹
藤井由梨江
西垣みずほ

寿精版印刷	
j.union
大日本印刷
電通テック	 	
電通テック
凸版印刷

サントリーショッピングクラブ	
大日本印刷株式会社
電通テック
電通テック
ヒロモリ
リンクス	
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チーム
B うがい、手洗い、ファブリーズ！
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チーム
C キモチ上げる。オンナの武器。ワンプッシュでほめられ上手	
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D
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チーム
E マイルーム、マイエアー。あ、あの朝の空気だ。
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チーム
F

1

2

3

4

5

6

7

8

2.42

2.62

2.12

2.81

2.42

2.72

2.62 2.50

3.00

2.69

2.82

2.25

2.38

2.98

2.43

3.05

■各チームのプレゼンテーション内容■

〈レーダーチャートの見方〉

〈期待効果値測定〉
各個人が自分のチーム以外の企画
提案を評価基準点で評価します。
評価点を合計し、平準化して指数
を算出します。

＊レーダーチャートは過去 10 回の指
数の平均値と今期の各チームの指数を
比較しています。

色線：今回の評価 グレー線：１～10 期の平均値
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売り場全体への注目喚起力
商品の特徴訴求力
売り場内で、銘柄自体を際立たせる力
「今が、お買い時」と購買決断させる力
ブランドへの好意形成力
価格妥当性への納得形成力
機能性・品質性への信頼形成力
エンタテイメント提供力

第
13
期
Ｐ
Ｃ
Ｄ
養
成
講
座
の
課
題
商
品
は
、

「
部
屋
用
エ
ア
ゾ
ー
ル
」
市
場
商
品
。
受
講

生
36
名
が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
実
践
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

第
13
期
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）
養
成
講

座
は
、
２
月
18
日
、
25
日
、
３
月
４
日
、
11

日
の
、
毎
週
火
曜
日
、
４
日
間
、
日
本
印
刷

会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
16
社
か
ら
36
名

の
受
講
生
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
の
基
礎
を
受
講
し
、
２
日
目
よ
り
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
演
習
に
取
り

組
ん
だ
。

　

初
対
面
の
他
社
受
講
生
と
短
時
間
で
打
ち

解
け
て
、
課
題
商
品
の
実
技
演
習
に
入
っ
た
。

　

表
現
テ
ー
マ
の
設
定
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
開

発
、
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
案
の
開
発
、
店
内
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
提
案
書
作
成
を
こ

な
し
て
中
間
発
表
に
こ
ぎ
着
け
た
が
、
中
間

発
表
で
は
講
師
か
ら
の
厳
し
い
企
画
書
の
修

正
や
最
初
か
ら
や
り
直
し
の
指
摘
も
あ
っ

た
。
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全

チ
ー
ム
と
も
直
前
ま
で
熱
心
に
企
画
内
容
を

つ
め
た
成
果
を
見
せ
て
、
力
強
く
説
得
力
あ

る
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
養
成
講
座
は
、
今
回
、
副
題

を
「
販
促
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
力
を
創
る
」
と

し
て
い
る
。

　

講
座
内
容
は
、
ま
ず
①
コ
ン
セ
プ
ト
開
発

に
必
要
な
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
②
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
開
発
演

習
、
そ
し
て
③
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
キ
ー

ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
へ
の
展
開
を
考
え
、
受
講
生

間
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
講
師

の
講
評
を
受
け
る
。

　

グ
ル
ー
プ
演
習
で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

テ
ー
マ
と
展
開
、
概
要
を
策
定
す
る
が
、
あ

く
ま
で
も
重
点
は
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
」「
キ
ー

ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
の
開
発
で
あ
る
。
そ
し
て
、

中
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
。
中
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て

は
講
師
よ
り
講
評
と
修
正
指
示
が
あ
る
。

　

そ
し
て
最
終
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
む
。

　

今
期
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
審

査
し
講
評
を
行
っ
た
講
師
は
、
駒
込
雅
史

氏
、
木
全
時
彦
氏
、
黒
須
治
氏
、
吉
村
寛
子

氏
。
最
後
に
坂
井
田
稲
之
氏
よ
り
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
評
価
シ
ー
ト
を

使
用
し
た
各
チ
ー
ム
間
の
客
観
評
価
結
果
の

報
告
と
講
評
で
締
め
括
ら
れ
た
。 上司を招いての最終プレゼンテーション 講師による講評
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Course

「
販
促
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
力
を
創
る
」講
座

課
題
は「
部
屋
用
エ
ア
ゾ
ー
ル
」市
場
商
品

13
第

 

期
Ｐ
Ｃ
Ｄ
養
成
講
座 

報
告



ＰＤＣＡ

　

第
３
回
目
、
第
１
部
の
講
師
は
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ク

リ
エ
イ
ト
の
渡
辺
昌
之
氏
（
第
１
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
制
作

本
部
デ
ザ
イ
ン
制
作
部
第
２
ル
ー
ム 

ル
ー
ム
長
）。
テ
ー

マ
は
、「
内
制
化
へ
の
手
立
て
」。

部
門
で
解
決
、
会
社
で
解
決

　
「
内
制
化
の
背
景
に
は
、
外
注
コ
ス
ト
削
減
、
企
画
制
作

ノ
ウ
ハ
ウ
の
保
持
、
個
人
情
報
保
護
、
機
密
情
報
保
持
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
課
題
と
す
る
こ
と
は
、「
外
注

コ
ス
ト
」
Ｖ
Ｓ
「
内
制
人
件
費
」
と
、「
内
制
比
率
」
Ｖ

Ｓ
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
あ
る
問
題
は
、
部
門
で
解
決
で
き
る
こ
と

か
ら
、
会
社
と
し
て
解
決
す
べ
き
こ
と
ま
で
、
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
そ
の
整
理
が
必
要
で
す
。「
部
門
で
解
決
で
き
る

問
題
」
と
し
て
あ
る
の
が
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
ク
オ
リ

テ
ィ
」、「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」、「
対
話
力
」、「
制

作
設
計
力
」、「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」
…
で
、
以
下
、「
会
社
と

し
て
解
決
で
き
る
問
題
」
と
し
て
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」、「
労

　

２
０
１
３
年
の
広
告
費
全
体
が
微
増
（
１
０
１
・４
％
）

す
る
中
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
が
１
０
６
％
の
伸
び
を
見
せ
た

（
電
通
調
べ
）。
ネ
ッ
ト
で
店
頭
に
誘
引
し
、
売
り
場
で
購

買
を
完
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
戦
い
方
が
見
え

て
く
る
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
売
り

場
競
争
力
、
つ
ま
り
、
売
り
場
で
の
見
込
み
客
へ
の
動
機

づ
け
力
へ
の
責
任
を
強
く
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

売
り
場
で
《
多
様
な
顧
客
に
、
多
様
な
動
機
づ
け
を
行

い
、
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
す
る
》
Ｐ
Ｏ
Ｐ

サ
イ
ネ
ー
ジ
展
開
を
行
う
場
合
、
そ
の
「
効
果
性
」
を
高

め
る
技
術
と
知
見
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
「
効
果
性
」

を
い
か
に
広
告
主
に
提
示
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
動
機
づ
け
の
戦
略
意
図
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
表

現
と
し
て
的
確
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か
、メ
ッ
セ
ー
ジ
が
売
り

場
で
確
実
に
発
信
さ
れ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
ど
れ
ほ
ど
購
買

喚
起
に
直
結
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
は
や
、
製
作
物
の
納
品
で
業
務
終
了
と
は
な

ら
な
い
。
業
務
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
広
告
主
に
「
効

果
性
」
へ
の
確
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
た
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
型
の
業
務
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

第
１
段
階
〈
表
現
企
画
〉：「
N
e
t
w
o
r
k

11
月
号
」
を
参
照

務
管
理
」（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ア
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
労
働

時
間
）、「
人
材
確
保
」（
採
用
、
定
着
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
同
時
に
、
か
つ
全
方
位
的
に
解
決
す
る
の
は

か
な
り
難
し
い
こ
と
で
す
。
で
は
、
ど
こ
に
注
力
し
て
鍛

え
て
い
け
ば
、
内
制
で
受
注
を
高
め
ら
れ
る
の
か
。
役
割

を
整
理
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

内
制
部
隊
の
役
割
分
担
が
変
わ
っ
た

　

内
制
部
隊
の
役
割
分
担
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
（
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ピ
ー
、
撮
影
）
と
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
）
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
、
内
制
の
質
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

多
メ
デ
ィ
ア
、
新
技
術（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
電
子
書
籍
、
ア
プ
リ（
＝

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
）、
動
画
、
Ｒ
Ｇ
Ｂ
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

な
ど
）
へ
の
対
応
、
制
作
設
計
業
務
の
重
要
度
の
ア
ッ
プ
、

従
来
の
プ
リ
プ
レ
ス
業
務
の
縮
小
で
す
。

　

こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
内
制
部
隊
の
役
割
分
担
が
変
わ

　

ま
ず
、
表
現
企
画
段
階
で
「
効
果
性
」
を
高
め
る
検
討

を
行
う
。
基
本
的
な
業
務
の
方
向
づ
け
の
た
め
に
、
①
多

様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
優
先
順
位
づ
け
、
②
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
別
の
買
い
方
ス
ト
ー
リ
ー
の
評
価
、
③
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

別
の
動
機
づ
け
マ
ト
リ
ク
ス
の
評
価
を
行
い
、
表
現
の
意

図
を
明
確
に
す
る
。

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
任
せ
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
共
有

化
に
よ
り
広
告
主
へ
の
説
得
力
を
強
化
す
る
。　

第
２
段
階
〈
表
現
制
作
〉：「
N
e
t
w
o
r
k

11
月
号
」
を
参
照

　

表
現
企
画
の
意
図
が
的
確
に
動
機
づ
け
メ
ッ
セ
ー
ジ（
キ

ー
ワ
ー
ド
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
絵
コ
ン
テ
）
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
事
前
評
価
を
行
う
。

　

そ
の
た
め
、
業
務
に
関
わ
る
チ
ー
ム
に
よ
る
評
価
方
法

を
検
討
し
た
い
。
例
え
ば
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
購
買
誘
導
力
」

の
観
点
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
と
っ
て
①

鮮
度
（
気
づ
き
）
が
あ
る
か
、
②
購
買
意
欲
を
高
め
る
力

が
あ
る
か
、
等
を
評
価
す
る
。
こ
の
評
価
基
準
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
直
接
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
か
ら
の
評
価
を
検
討
す
る
。

絵
コ
ン
テ
や
プ
レ
ゼ
ン
ス
ラ
イ
ド
を
準
備
し
、
面
接
調
査

や
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、
予
め
タ
ー
ゲ
ッ

ト
層
の
反
応
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
実
際
の
展
開
を

効
果
的
に
行
う
上
で
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

第
３
段
階
〈
実
施
段
階
〉：「
N
e
t
w
o
r
k
３
月
号
」
を
参
照

　

実
際
の
売
り
場
展
開
と
し
て
、
企
画
の
意
図
通
り
に
タ

ー
ゲ
ッ
ト
層
へ
の
動
機
づ
け
が
実
現
で
き
て
い
る
か
、
直

接
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
反
応
を
把
握
す
る
。
以
下
の
よ
う
な

方
法
を
検
討
し
て
み
た
い
。

り
ま
し
た
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ピ
ー
、

撮
影
）、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

Ｃ
Ｇ
、
動
画
編
集
）、
制
作
設
計
（
ク
オ
リ
テ
ィ
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
コ
ス
ト
）、
そ
し
て
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

内
制
化
の
向
か
う
べ
き
方
法

　　

で
は
、
ど
う
内
制
化
す
べ
き
か
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
制
作
設
計
の
、
３
つ
の
フ
レ
ー
ム
で

内
制
促
進
の
た
め
の
人
材
育
成
の〈
向
か
う
べ
き
方
向
〉
を

み
ま
す
。

〈
向
か
う
べ
き
方
向
〉
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・マ
イ
ン
ド
を
持
つ
（
課
題
発
見
、
解

　

決
力
＝
常
に
「
な
ぜ
」
を
考
え
る
）

②
納
得
さ
せ
る
テ
ー
マ
づ
く
り
と
仕
上
げ
力
を
鍛
え
る（「
納

　

得
」
→
「
満
足
」
→
「
感
動
」）

③
圧
倒
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
る　
（
通

　

す
技
術
）

④
飽
く
な
き
探
究
心
を
絶
や
さ
な
い
（
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
：

　

気
が
付
く
と
「
あ
た
り
ま
え
」）

〈
向
か
う
べ
き
方
向
〉
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

①
ス
キ
ル
シ
フ
ト
を
進
め
る
（
多
メ
デ
ィ
ア
対
応
、
意
識

　

改
革
＝
本
人
の
志
向
の
確
認
は
重
要
）

②
高
効
率
化
を
追
求
す
る
（
自
動
化
（java

の
習
得
）
汎

　

用
化
＝
日
常
の
デ
ー
タ
作
り
か
ら
「
構
造
化
」
を
意
識

　

す
る
）

③
構
造
化
の
考
え
方
に
慣
れ
る
（
論
理
的
思
考
）

①
買
い
物
体
験
レ
ポ
ー
ト　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
実
際
に
商

品
を
購
買
し
て
も
ら
い
、
売
り
場
で
の
情
報
接
触
、
比

較
検
討
ブ
ラ
ン
ド
、
購
入
ブ
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ン
ド
決
定

理
由
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
方
法
。

②
買
い
物
観
察
調
査
＆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

売
り
場
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
購
買
行
動
を
観
察
・
記
録
し
、
購
入
後
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
う
。

③
買
い
物
プ
ロ
ト
コ
ル
調
査　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
売
り
場

で
の
実
際
の
買
い
物
を
通
し
て
、
気
が
付
い
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
な
ど
を
喋
り
な
が
ら
（
録
音
・
モ
ニ
タ
ー
）

行
動
し
て
も
ら
い
、
購
買
後
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
方
法
。

　

ま
た
、
実
施
店
舗
か
ら
の
入
手
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
販

売
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
、
Ｉ
Ｄ
付
き
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
）

か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
購
買
イ
ン
パ
ク
ト
を
把
握

す
る
方
法
も
検
討
し
た
い
。
さ
ら
に
、
実
施
店
舗
が
来
店

客
の
反
応
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、
施
策
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
を
聴
取
す
る
こ
と
も
有
用
な
情
報
と
な
る
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
展
開
の
「
効
果
性
」
を
高
め
る
た

め
に
、
企
画
、
制
作
、
実
施
の
各
段
階
に
お
い
て
、
企
画

意
図
と
動
機
づ
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
、

直
接
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
反
応
を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
売
り
場
に
強
い
、
買
い
物
行
動
に
強

い
調
査
機
関
と
の
連
携
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
売
り
場

の
競
争
力
に
責
任
を
持
つ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
業
に
と
っ

て
、
新
た
な
取
り
組
み
課
題
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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前
号
に
続
き
、「『
仕
事
を
創
る
人
』
を
つ
く
る
」
講
座
、

そ
の
第
３
回
目
の
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
す
る
。

渡辺昌之氏

第　

回 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

「『
仕
事
を
創
る
人
』を
つ
く
る
」講
座〈
第
３
回
目
〉

「
内
制
化
へ
の
手
立
て
」と「
創
る
と
い
う
こ
と
」

Course

「
内
制
化
へ
の
手
立
て
」

渡
辺 

昌
之 

氏 

（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
）

12 製
作
物
の
納
品
か
ら
、「
効
果
性
」の
納
品
へ
と
、

仕
事
を
変
え
る

Promotion Method

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
⑤
売
り
場
展
開
に
お
け
る
効
果
把
握
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

売
り
場
競
争
力
へ
の
責
任
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
？

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
「
効
果
性
」
が
決
め
手

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
、
効
果
把
握
の
３
段
階
活
用

効
果
性
を
高
め
る
協
働
体
制
づ
く
り

〈
サ
イ
ン
委
員
会
〉（
つ
づ
く
）



〈
向
か
う
べ
き
方
向
〉
制
作
設
計

①
役
割
の
担
い
手
を
明
確
に
す
る
（
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
重

　

要
な
役
目
） 

＊
内
制
部
門
と
は
限
ら
な
い

②
企
画
と
制
作
、
両
分
野
へ
の
理
解
を
深
め
る
（
仕
組
み

　

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
設
計
は
で
き
な
い
）

③
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
念
頭
に
置
く
（「
メ
デ
ィ
ア
」・「
ツ

ー
ル
」
あ
り
き
に
陥
ら
な
い
＝
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
が
必
要
。
む
し
ろ
「
設
計
」

だ
か
ら
こ
そ
の
役
目
）

何
を
内
制
化
す
べ
き
か

　

で
は
、
ど
こ
に
最
も
注
力
す
べ
き
か
。「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
」
こ
そ
、
鍛
え
る
べ
き
。

○
「
仕
事
を
取
る
」
決
め
手
は
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」

・
得
意
先
の
求
め
る
価
値
を
直
接
的
に
表
現
で
き
る
か
ら

・
メ
デ
ィ
ア
や
ツ
ー
ル
が
変
わ
っ
て
も
、基
本
は
変
わ
ら
な

い
か
ら

・
会
社
の
規
模
や
組
織
体
系
に
よ
ら
な
い
勝
負
が
で
き
る

か
ら

○
鍛
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド

・
テ
ー
マ
づ
く
り
と
仕
上
げ
力

・
圧
倒
的
プ
レ
ゼ
ン
力

・
飽
く
な
き
探
究
心

　

こ
の
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
鍛
え
る
」
た
め
に
は
、「
対

話
力
」
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
対
話
力
」
と
は
、

「
聞
き
取
れ
る
か
」、
そ
し
て
「
伝
え
き
れ
る
か
」
が
基
本

で
す
。
こ
れ
が
、
売
れ
る
「
価
値
」
づ
く
り
に
は
必
須
の

要
素
だ
か
ら
で
す
。

　
「
対
話
力
」
を
養
う
た
め
に
は
、
例
え
ば
「
ロ
ジ
カ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
な
ど
を
行
う
の
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
対
話
力
」
と
と
も
に
鍛
え
上
げ
た
「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
力
」
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
最
も
必
要
な
観

め
に
、「
外
部
か
ら
常
に
刺
激
を
受
け
」、「
創
造
し
続
け

る
集
団
に
な
る
こ
と
」
を
目
指
し
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
ア
ー
ト
と
い
う
異
な
る
視
点
か
ら
宣
伝
制
作
に
つ
い

て
議
論
す
る
対
話
会
や
、
先
達
の
テ
レ
ビ
広
告
作
品
に
関

す
る
研
究
発
表
会
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
、
多
く

の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
で
「
気
づ
き
」
が
得
ら
れ
、
そ
れ

ら
を
い
か
に
紡
ぎ
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
組
み
立
て
、

「
デ
ザ
イ
ン
」
の
力
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
資
生
堂
の
美

の
カ
タ
チ
と
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま

す
。』
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
資
生
堂
で
は
、
定
期
的
に
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
を
招
い

て
お
話
を
聞
き
ま
す
。
そ
の
名
称
は
「
伝
承
塾
」
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
組
織
の
中
に
暗
黙
知
（
形
式
値
）
と
し
て

の
価
値
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
主
に
「
美
と
知
の
ミ
ー
ム
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
ミ
ー
ム
」

と
は
、「
資
生
堂
の
文
化
遺
伝
子
」
で
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
の
表
れ
と
し
て
、
宣
伝
部
入
社
1
年
目
は

全
員
、「
資
生
堂
書
体
」
を
毎
日
書
き
、「
ミ
ー
ム
」
を
身

に
沁
み
こ
ま
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
ど
の
時
代
も
常
に
社
内
ク
リ
エ
イ
タ
ー

た
ち
は
「
反
資
生
堂
ス
タ
イ
ル
」
を
追
求
し
、
結
果
的
に

そ
れ
を
飲
み
込
ん
だ
も
の
が
「
資
生
堂
ス
タ
イ
ル
」
と
し

て
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の
８
つ
の
条
件

 

ま
た
、
資
生
堂
に
は
、「
本
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の
8
つ
の
条

件
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

①
会
社
や
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
歴
史
や
物
語
が
あ
る

②
研
究
と
技
術
の
蓄
積
が
あ
る

③
高
品
質
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
価
格
設
定
で
あ
る
こ
と

④
人
か
ら
人
へ
手
渡
し
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑤
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
高
め
る
た
め
に
マ
ー

　

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
厳
し
い
自
己
規
制
を
行
っ
て
い
る
こ
と

点
は
、「
己
の
強
み
は
何
か
、
ど
こ
か
を
知
り
、
勝
つ
べ
き

場
所
で
戦
う
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
内
制
化

を
す
す
め
て
い
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。」

　

第
３
回
目
、
第
２
部
の
講
師
は
、
資
生
堂 

流
通
開
発

部
店
頭
施
策
室 

店
頭
開
発
グ
ル
ー
プ
参
事
の
天
野
衣
恵

氏
。
テ
ー
マ
は
、「
創
る
と
い
う
こ
と
～
そ
の
内
制
化
に

つ
い
て
」。

「
創
り
だ
す
」
と
い
う
こ
と

　
「『
創
る
』
と
は
何
か
。
商
品
や
ブ
ラ
ン
ド
の
、
価
値
や

イ
メ
ー
ジ
を
創
る
場
合
、
資
生
堂
で
は
「
常
に
人
の
心
を

動
か
す
、
世
の
中
の
空
気
を
動
か
す
コ
ト
ガ
ラ
を
作
り
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
あ
ら
た
め
て
「
創
り
出
す
」
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
み
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
そ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
事
柄
や
価
値
を
初
め
て
つ
く
り
だ
す
こ
と
」。

そ
し
て
『
創
出
』
は
２
つ
の
ソ
ウ
ゾ
ウ
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、「
想
像
す
る
」
こ
と
。「
異
質
な
情
報
を
組
み

合
わ
せ
、
新
し
い
世
界
観
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
シ
ー
ン
を
頭

⑥
創
業
者
あ
る
い
は
経
営
者
の
人
間
性
が
見
え
る
こ
と

⑦
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
絶
え
ざ
る
革
新
を
行
う

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と

⑧
世
界
的
で
あ
る
こ
と

　

資
生
堂
（
宣
伝
部
）
の
中
で
よ
く
交
さ
れ
る
言
葉
は

…
「
時
代
、
社
会
に
対
し
て
向
き
合
っ
て
い
る
か
。
女
性

た
ち
（
お
客
さ
ま
）
の
イ
ン
サ
イ
ト
を
つ
い
て
い
る
か
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
い
る
か
―
―
左
右
さ
れ
な

い
価
値
。 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
か
―
―
絶

対
価
値
。」
で
す
。 

　

こ
こ
で
ま
と
め
ま
す
と
、
資
生
堂
の
場
合
、『
創
る
』

こ
と
の
内
制
化
と
は
、
イ
ン
ハ
ウ
ス
ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
イ

ン
ハ
ウ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
と
し
て
、
共
有
の
価
値
・
文
化

遺
伝
子
（
＝
資
生
堂
ミ
ー
ム
）
を
持
ち
、
互
い
に
そ
れ
を

厳
し
く
醸
成
し
つ
つ
（
伝
承
と
革
新
）、
制
作
活
動
を
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

資
生
堂
の
内
制
ス
タ
イ
ル

　
（
こ
の
あ
と
、
事
例
と
し
て
、
主
な
ブ
ラ
ン
ド
ご
と
に
、

そ
の
内
制
化
の
実
際
を
紹
介
し
…
）

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
様
々
な
、
複
雑
な
要
望
・
物
事
を

整
理
し
て
方
向
性
を
決
定
し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
セ

プ
ト
を
設
定
し
、
具
体
的
な
表
現
へ
落
と
し
込
ん
で
い
く

と
い
う
作
業
を
す
べ
て
行
っ
て
い
る
の
が
、
資
生
堂
の
内

制
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
生
堂
は
、い
わ
ゆ
る『
創
る
人
』が
組
織
内
に
１
０
０

名
規
模
で
存
在
す
る
会
社
で
す
。
そ
こ
で
創
り
出
さ
れ
た

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
事

柄
や
価
値
を
、
初
め
て
創
り
出
せ
て
い
る
か
は
疑
問
で

す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
日
々
そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
“
生
み
の
苦
し
み
”
の
中
で
葛
藤
を
繰
り
返
し
、
ま
た

社
内
に
お
い
て
“
内
制
化
”
し
て
い
る
意
味
も
日
々
問
わ

れ
な
が
ら
も
、
一
つ
一
つ
を
創
り
出
し
続
け
て
い
ま
す
。」

の
中
に
描
く
こ
と
」。
も
う
一
つ
は
、「
創
造
す
る
」
こ
と
。

「
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
。
頭
の

中
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
な
形
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
」。

　

こ
れ
ら
が
、
事
柄
や
価
値
を
改
め
て
創
り
出
す
、「
創

る
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
み
る
と
、「
イ
メ
ー
ジ
の
世
界

か
ら
リ
ア
ル
な
世
界
へ
視
覚
化
・
言
葉
化
す
る
」
こ
と
と
、

逆
に
、「
リ
ア
ル
な
世
界
か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
へ
誘
導

す
る
」
と
い
う
、
こ
の
「
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
」
と
い

う
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
世
の
中
に
新
し
い
こ
と
を

創
り
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
ま
ず
、「
創
出
の
た
め
に
は
コ
ン
セ
プ
ト

を
創
る
」「
Ｈ
Ｏ
Ｗ
よ
り
も
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｔ
か
ら
」
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
良
い
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、
戦
略
性
が
あ
る
、

革
新
性
が
あ
る
、
価
値
観
が
あ
る
、
個
性
が
あ
る
、
共
感

性
が
あ
る
、
統
合
性
が
あ
る
、「
想
い
」
が
あ
る
、
持
続

性
が
あ
る
、
世
界
観
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の

だ
と
学
ん
で
き
ま
し
た
。

伝
承
さ
れ
る
「
資
生
堂
ス
タ
イ
ル
」

　

資
生
堂
に
は
、「
エ
コ
ー
ル
資
生
堂
」
と
い
う
、
学
ぶ

仕
組
み
が
企
業
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、「
資
生

堂
『
共
育
』
宣
言
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
想
い

が
育
て
、
人
が
育
て
た
資
生
堂　

魅
力
あ
る
人
が
あ
ふ
れ

る
会
社
へ
、「
美
意
識
」「
自
立
性
」「
変
革
力
」
を
高
め

る　

共
に
育
ち
・
育
て
合
う
環
境
づ
く
り
を
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が
あ
り
、
宣
伝
制

作
部
は
「
宣
伝
制
作
学
部
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
長
は
現
在
、
宣
伝
制
作
部
の
担
当
役
員
で
、『
我
々

学
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
パ
ワ
ー
を

最
大
化
し
、
世
界
の
お
客
さ
ま
の
感
動
を
呼
ぶ
創
造
活
動

を
通
じ
、
経
営
へ
貢
献
す
る
」
こ
と
で
す
。
そ
の
実
現
に

向
け
、「
気
づ
き
」「
ス
ト
ー
リ
ー
」「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い

う
3
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
強
化
の
た
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Course

天野衣恵氏

「
創
る
と
い
う
こ
と
～

そ
の
内
制
化
に
つ
い
て
」

天
野 

衣
恵 

氏
（
資
生
堂
）

聞く・考える・創る
クリエイティブ会員勉強会
開催される

　
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
会
員
勉
強
会
」
が
、
２
月
26

日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
と
し
て
、
第
43
回
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
展
・
経
済
産
業
大

臣
賞
受
賞
の
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
「
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
大
型
試
聴
展
示
台
」
と
、
金
賞
受
賞
作
品
の

ロ
ク
シ
タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
「
Ａ
Ｇ
ミ
ス
ト
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
」
の
、
企
画
開
発
意
図
、
経
緯
、
課
題
と
し

た
こ
と
な
ど
が
、
開
発
・
企
画
制
作
担
当
者
か
ら

披
露
さ
れ
た
。

　

第
二
部
と
し
て
、
㈱
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
Ｏ　

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
代
表
取
締
役
社
長
、
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
永
井
一
史
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
行

わ
れ
、
永
井
氏
は
、「
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
」

を
演
題
に
、
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
構
想
の
デ
ザ
イ
ン
、

形
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、「
思
い
を

か
た
ち
に
す
る
力
は
、
も
っ
と
活
か
せ
る
」
と
語

り
、
デ
ザ
イ
ン
と
社
会
と
の
関
係
な
ど
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
の
ヒ
ン
ト
が
聞
け
る
貴
重
な
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

勉
強
会
の
後
は
、「
懇
親
会
・
名
刺
交
換
会
」

と
し
て
、
情
報
交
換
・
交
流
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。

「思いをかたちにする」を語った永井一史氏
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霞富士を遥かに望み、心を和ませる静岡県・日本
平の桜。

「こんな仕事を顕彰します」と、
点検ポイントを記しているポスター

（秀）

●
Ｇ
Ｐ
Ａ
推
進
活
動
の
牽
引
役

　
「
勝
因
は
、
周
到
な
プ
ロ
セ
ス
に
あ
っ

た
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
１
回
「
Ｇ

Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
の
企
画
部
門
応
募

が
、
３
月
17
日
か
ら
始
ま
っ
た
。「
Ｇ

Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門
と
企

画
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ

部
門
の
応
募
は
６
月
16
日
か
ら
始
ま
る
。

　
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
で
は
、
応
募

各
社
に
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
主
査
」
の
設
置
を

お
願
い
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
Ｇ

Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
の
実
施
目
的
が
、

「Goodw
ill Prom

otion A
lliance

（
効
果
性
だ
け
で
な
く
、
社
会
性
を
も

配
慮
す
る
販
促
活
動
）」
の
普
及
に
あ

り
、
そ
の
牽
引
役
を
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
主
査
」

が
担
う
か
ら
だ
。

●「
新
制
度
」の
ス
タ
ー
ト

　
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
」
の
主
旨
は
、「
効
果
性
は

も
と
よ
り
、
社
会
性
配
慮
の
あ
る
販
促

活
動
の
普
及
」
に
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
制
作
と

実
施
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
で
の
、
①
「
効

果
性
」
と
②
「
社
会
価
値
性
」、
そ
し

て
③
「
遵
法
性
」
を
高
め
る
た
め
の
、

周
到
か
つ
有
効
な
作
業
の
普
及
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」

で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
か
ら

実
施
に
至
る
、
お
よ
そ
20
の
場
面
に
お

け
る
、「
効
果
・
社
会
価
値
・
遵
法
」

を
高
め
る
作
業
プ
ロ
セ
ス
が
審
査
対
象

と
な
る
。

　
「
仕
上
が
り
」
だ
け
な
く
、
仕
上
が
り

に
至
る
、
言
わ
ば
縁
の
下
の
「
プ
ロ
セ

ス
」
を
審
査
対
象
と
し
て
い
る
。
一
般

に
は
目
立
ち
に
く
い
が
、
成
功
を
陰
で

支
え
る
「
周
到
な
プ
ロ
セ
ス
」
を
顕
彰

す
る
「
ア
ォ
ー
ド
」
で
あ
る
。

　
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
の
応
募
開
始

は
、
効
果
性
と
社
会
価
値
性
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
販
促
活
動
を
推
進
す
る

「
新
制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
。

●「
プ
ロ
セ
ス
点
検
表
」の
提
出

　
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
は
、「
仕
上
げ
」

を
支
え
る
企
画
と
実
施
の
「
プ
ロ
セ
ス

の
適
切
さ
」
を
競
い
合
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」

の
応
募
に
際
し
て
は
、
立
案
・
実
施
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、「
効
果
・
社

会
価
値
・
遵
法
」
を
担
保
す
る
た
め
に
、

い
か
な
る
作
業
を
行
っ
た
か
を
、「
プ

ロ
セ
ス
点
検
表
」
の
記
載
項
目
に
即
し

記
入
し
、
応
募
す
る
。
審
査
は
、
こ
の

「
プ
ロ
セ
ス
点
検
表
」
に
基
づ
い
て
行
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編     集    後     記

わ
れ
る
。「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
で
は
、

「
プ
ロ
セ
ス
点
検
表
」
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

●「
Ｇ
Ｐ
Ａ
主
査
」が
推
進
す
る

　

以
上
の
活
動
を
、
各
会
員
社
内
で
推

進
す
る
の
が
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
主
査
」
だ
。

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
主
査
」
は
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー

ド
の
応
募
（
窓
口
）
責
任
者
」
と
し

て
、
応
募
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
重
要

な
応
募
提
出
書
類
で
あ
る
「
プ
ロ
セ
ス

点
検
表
」（
企
画
制
作
担
当
者
が
記
入
）

の
記
載
指
導
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
会

社
を
代
表
し
て
記
載
内
容
の
「
実
施
確

認
」
の
責
任
を
負
う
。
さ
ら
に
、「
効

果
・
社
会
価
値
・
遵
法
」に
基
づ
く「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
働
き
か
け
、
そ
の
実
施
監

査
も
行
い
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
活
動
」
の
社
内

浸
透
を
果
た
す
。

　

な
お
、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」
の
優

秀
作
品
・
企
画
（
金
賞
・
銀
賞
）
は
、

秋
に
行
わ
れ
る
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
展
」（
今

年
は
10
月
８
日
～
10
日
開
催
）
に
お
い

て
発
表
・
展
示
さ
れ
る
。

ご 案 内
　平成26年4月1日からの消費税率引き上げに当たり、経済産業省より関係団体に周知協力の
要請がありました。
　内容は、消費税の円滑かつ適正な転嫁の確保に向けた「下請適正取引等の推進のためのガイ
ドライン」、および「消費税転嫁対策強化月間（3〜4月）実施」についてです。
　これに関する詳細が、下記URLに掲載されておりますので、ご確認いただきますようお願い
いたします。
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/shouhizeitenkataisaku.htm
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/2014/140313shitaukeGL.htm
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/2014/140312shouhizei.htm

　首都圏での桜の開花より10日ほど早く、3
月17日から「GPAアォード」企画部門の応募が
始まりました。スローガンを「勝因は、周到なプ
ロセスにあった。」としていますように、「GPA
アォード」は、プロモーションの企画制作段階
で、「効果性」「社会価値性」「遵法性」をいか
に高めたかを評価するものです。JPM 協会の
HPに、応募必要書類をアップロードしていま
す。お読みいただき、「点検表」を記入し、専用
メールアドレス〈gpa@jpm-inc.jp〉にて応募して
ください。
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Ａ
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